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現
在
わ
が
国
に
は
八
○
の
医
学
校
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
設
立
年

を
大
き
く
①
第
二
次
大
戦
ま
で
（
昭
和
一
五
年
ま
で
）
②
第
二
次
大

戦
中
（
昭
和
一
六
年
よ
り
二
○
年
）
③
戦
後
（
新
設
医
大
、
昭
和
四
五

年
よ
り
五
四
年
）
の
三
に
わ
け
、
各
々
の
数
を
示
す
と
①
二
六
、
②

二
○
、
③
三
四
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
①
を
さ
ら
に
ｅ
明
治
末
ま
で
、

◎
大
正
期
、
ｅ
昭
和
期
に
わ
け
、
そ
れ
を
国
・
公
・
私
立
別
に
見

る
と
ｅ
国
一
二
、
公
一
、
私
三
ｅ
国
一
、
私
四
ｅ
私
五
で
小
計

で
は
総
数
二
六
、
国
一
三
、
公
一
、
私
一
二
と
な
る
。

す
な
わ
ち
戦
前
の
数
は
国
立
一
三
、
私
立
一
二
と
ほ
ぼ
拮
抗
し

て
い
る
。
た
だ
そ
れ
を
昭
和
三
年
時
点
で
大
学
と
専
門
学
校
に
わ

け
て
み
る
と
国
立
は
す
べ
て
大
学
、
私
立
は
大
学
三
、
医
專
九
で

あ
る
。
こ
の
医
專
の
う
ち
大
正
未
ま
で
に
創
設
さ
れ
た
の
は
東
京

女
子
医
専
（
創
立
明
治
三
三
年
）
、
帝
国
女
子
医
專
（
大
正
四
年
）
東

46

昭
和
初
期
、
二
私
立
医
専
の
創
始
に
つ
い
て

ｌ
大
阪
高
等
医
専
、
大
阪
女
史
高
等
医
専
Ｉ

、
ノ
ー
＆

○
長
門
谷
洋
治

ｊ２
・
坂
上

俊
之

京
医
專
（
大
七
）
日
大
専
門
部
（
大
一
四
）
の
四
で
あ
る
。
そ
し
て

昭
和
二
・
三
年
の
二
年
間
に
一
挙
に
私
立
医
專
の
み
が
五
校
許
可

さ
れ
た
。
認
可
順
に
記
す
と
大
阪
高
等
医
専
、
岩
手
医
專
、
九
州

医
専
（
久
留
米
大
学
）
、
昭
和
医
專
、
大
阪
女
子
高
等
医
專
で
あ
る
。

短
期
間
に
五
校
の
認
可
は
そ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
こ
と
、
と
く
に

大
阪
に
は
二
校
が
認
可
さ
れ
た
。
以
下
こ
の
二
校
に
つ
い
て
触
れ

る
。
む
ろ
ん
二
校
は
別
々
に
創
始
さ
れ
た
が
、
似
た
パ
タ
ー
ン
が

多
い
。昭

和
二
年
二
月
、
大
阪
高
等
医
学
専
門
学
校
（
昭
和
一
二
年
、
大

阪
医
科
大
学
）
設
立
。
設
立
者
は
医
師
の
吉
津
度
（
よ
し
づ
わ
た
る
）

初
代
校
長
足
立
文
太
郎
（
京
大
名
誉
教
授
、
解
剖
学
）

昭
和
三
年
六
月
、
大
阪
女
子
高
等
医
学
専
門
学
校
（
昭
和
一
三

年
、
大
阪
女
子
医
科
大
学
、
同
二
九
年
、
関
西
医
科
大
学
・
共
学
）
設

立
。
設
立
者
は
医
師
の
濱
地
藤
太
郎
。
初
代
校
長
和
辻
春
次
（
京

大
名
誉
教
授
、
耳
鼻
咽
喉
科
学
）

吉
津
度
（
大
阪
細
菌
研
究
所
・
梅
田
病
院
院
長
、
立
憲
政
友
会
所
属

代
議
士
）
大
正
一
五
年
一
○
月
設
立
願
書
提
出
、
翌
年
二
月
設
立
認

可
、
そ
の
問
四
ヵ
月
。

濱
地
藤
太
郎
（
大
阪
扁
桃
腺
病
院
院
長
）
昭
和
二
年
六
月
創
立
事
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務
所
設
置
、
同
三
年
一
月
設
立
認
可
申
請
、
同
年
六
月
設
立
認
可
、

そ
の
間
五
ヵ
月
。
申
請
の
特
徴
は
女
子
医
專
で
あ
る
こ
と
で
、
当

時
女
子
医
専
は
東
京
・
帝
国
の
二
の
み
で
あ
っ
た
。

学
校
設
立
に
必
要
な
の
は
教
授
陣
と
施
設
で
あ
る
。
両
校
は
大

阪
府
に
設
立
さ
れ
た
が
、
主
た
る
教
授
は
京
大
か
ら
得
た
。
京
大

と
の
兼
任
も
多
い
が
、
こ
の
面
で
は
ほ
ぼ
条
件
を
充
た
し
た
。
し

か
し
校
舎
建
設
は
間
に
合
わ
ず
両
校
と
も
第
一
回
入
学
者
の
授
業

は
仮
校
舎
で
始
め
て
い
る
。

果
せ
る
か
な
両
校
と
も
、
そ
の
性
質
は
異
な
る
が
学
校
騒
動
が

発
生
し
、
両
理
事
者
と
も
早
期
に
退
陣
に
追
い
こ
ま
れ
た
。
大
阪

高
等
医
專
で
は
昭
和
五
年
一
○
月
に
学
園
ス
ト
が
お
こ
り
定
員
過

剰
の
是
正
、
入
学
寄
付
金
の
公
表
な
ど
を
要
求
。
理
事
長
・
主
事

（
副
校
長
）
付
属
病
院
長
を
兼
ね
て
い
た
吉
津
は
昭
和
七
年
す
べ

て
を
辞
し
た
・
大
阪
女
子
高
等
医
專
理
事
長
濱
地
も
在
任
僅
か
一

年
三
ヵ
月
で
、
経
営
難
に
陥
っ
た
こ
と
を
理
由
に
学
校
を
去
っ
た
。

騒
動
の
最
大
の
犠
牲
者
は
生
徒
で
あ
る
。
こ
と
に
大
阪
高
等
医

專
の
第
一
回
生
は
卒
業
延
期
と
な
り
、
警
察
が
介
入
し
て
放
校
と

な
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
。
し
か
し
両
校
と
も
初
期
の
卒
業
者
か
ら
、

実
力
あ
る
有
名
医
人
を
多
数
輩
出
し
て
い
る
の
は
敬
服
の
他
な

い
。
大
阪
高
等
医
專
か
ら
は
戦
場
に
多
数
の
軍
医
を
送
り
戦
死
・

戦
病
者
だ
け
で
三
三
五
名
を
算
し
た
。

事
情
は
わ
か
ら
な
い
が
、
吉
津
、
濱
地
と
も
や
や
申
請
を
い
そ

ぎ
す
ぎ
た
き
ら
い
は
な
い
か
。
ま
た
行
政
も
や
や
安
易
に
認
可
を

与
え
た
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
機
を
逸
し
て
は
成
る
も
の
も
成

ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。
事
実
大
阪
女
子
高
等
医
専
認
可
の
あ
と
私

立
医
專
の
認
可
は
絶
え
た
。

両
校
は
そ
の
後
も
多
く
の
難
関
を
く
ぐ
り
ぬ
け
、
現
在
は
淀
川

を
隔
て
て
高
槻
市
と
守
口
市
と
い
う
、
直
線
距
離
で
は
そ
う
遠
く

な
い
と
こ
ろ
に
本
拠
を
置
き
、
と
も
に
創
立
七
○
周
年
を
越
え
、

わ
が
国
有
数
の
名
門
医
大
と
な
っ
た
。
両
校
と
も
今
日
創
設
者
で

あ
る
吉
津
・
濱
地
両
氏
を
改
め
て
評
価
す
る
動
き
が
あ
る
と
聞
く
。

（
、
大
阪
府
豊
中
市
）

（
帥
京
都
府
城
陽
市
）


